
パドルと呼ばれる櫂で漕ぐ舟のことで、海・川・湖でツー
リングや競技を楽しむスポーツ・レクリエーションとして
世界中で愛好されていますが、例年、荒天や技能不
足による事故も多く発生しています。

▲

カヌーを安全に楽しむために、カヌー関係団体が実施する講習等を
受講し、安全に関する知識・技能を身に付けましょう。
詳しくは、ウォーターセーフティガイド（カヌー編）をご覧ください。

・ 令和２年におけるカヌーの事故隻数は４１隻で、令和元年と同数
・ 海難種類別では転覆したカヌーを復原させることが出来ずに漂流する事案等の運航不能
  （操船技能不足）が最も発生している

カヌーの安全情報 ▲ ▲ ▲

WSG（カヌー編）

カヌーの事故を防止するための３つのポイント

●カヌーの事故発生状況

1 気象・海象の確認（初心者は風速５m/sを超えるときは出航しない）
2 海に出る前に沈脱やロールなど、
 　転覆した際に必要な基本技術を身に付ける
3 単独での行動は控え、複数のカヌーで行動する

運航不能
（操船技能不足） 
22隻 54%運航不能

（荒天難航）
7隻 17%

運航不能
（無人漂流）
 5隻 12%

衝突
1隻 3%

その他
1隻 2%  

浸水
5隻12% 
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